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北海道地方 名前

問1 日本の農業統計において、北海道は都府県と比べて1戸あたりの経営耕地面積が極めて広く、10ha以上の面積を持つ農家が全体の6割を超えてい
ます。このように広大な土地を利用した「大規模経営」が展開される中で、農業所得を世帯収入の主軸としている農家のことを何と呼びますか
。北海道ではこの形態の農家が約7割を占めており、都府県の約2割という数値と比較して非常に高い割合となっています。 （2018年 長野県公立入試

類似）

1. 準主業農家 2. 副業的農家 3. 専業農家 4. 主業農家

問2 ある都道府県の統計データにおいて、小麦の収穫量が約71万7千トンと全国で突出して多く、豚の飼育数も約76万頭と多くを占める都道府県と
して適切なものを、次のうちから1つ選びなさい。 （2026年 岩手県公立入試 類似）

1. 鹿児島県 2. 愛知県 3. 東京都 4. 北海道

問3 北海道ではパルプ・紙・紙加工品製造業が地域の主要な産業の一つとなっています。この工業が北海道で発達した背景として、最も適切な理由
を選びなさい。 （2021年 京都府公立入試 類似）

1. 原料となる豊かな森林資源が豊富
に存在するため

2. 海外から輸入した木材チップの加
工に特化した貿易港があるため

3. 内陸部に高度な技術を持つ機械部
品工場が集積しているため

4. 大規模な消費地である東京圏に隣
接しているため

問4 北海道東部の太平洋側において、夏に発生する濃霧がもたらす低温や日照不足といった気候条件に適応するために、この地域で古くから発展し
てきた農業の特徴はどれですか。 （2024年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 冷涼な気候でも育つ牧草を利用し
、乳牛を育てる大規模な酪農を行う
。

2. 山地を切り開いて段々畑を作り、
水はけを良くして果樹栽培を行う。

3. 温暖な気候が必要な米の品種改良
を進め、広大な平野で二毛作を行う
。

4. 夏の涼しさを利用して、東京など
の大消費地向けにレタスなどの高原
野菜を栽培する。

問5 積雪の多い地域の道路で見られる、道路の上方に矢印を掲げた「固定式視線誘導柱」という標識について、その仕組みや必要とされる背景を説
明したものとして適切なものはどれですか。 （2021年 兵庫県公立入試 類似）

1. 地吹雪による視界不良を防ぐため
に、道路脇に設置された防雪柵が作
動する範囲を運転者に伝える仕組み
。

2. 道路の端（路肩）の位置を高い場
所から指し示すことで、地面が雪に
覆われた状態でも車道の範囲を知ら
せる仕組み。

3. 路面が凍結しやすい場所に設置さ
れ、気温が一定以下になると矢印が
自動的に発光してスリップ注意を促
す仕組み。

4. 雪の重みによる路面の変形を確認
するため、道路の測量地点を高い位
置から特定しやすくする仕組み。

問6 北海道の観光資源の統計を見ると、自然景観やレクリエーション施設の数が非常に多い一方で、古い歴史的建造物の数は京都府などと比べて少
ないという特色があります。このような観光構造が形成された歴史的・地理的背景を説明したものとして、最も適切なものはどれか。 （2015年

岐阜県公立入試 類似）

1. 明治時代以降に大規模な開拓が進
められたため、古い寺院などの建造
物は少ないが、広大な自然環境が観
光資源として活用されている。

2. 古くから日本の政治・文化の中心
地であったが、木造建築よりも石造
りの自然公園を重視する独自の文化
が育まれた。

3. 自然遺産の保護を最優先する法律
によって、歴史的な建造物を新しく
重要文化財に指定することが制限さ
れている。

4. 戦災によって歴史的な建造物の大
部分が消失したため、戦後の復興期
にレクリエーション施設を重点的に
整備した。

問7 北海道の北端に位置し、中心部に利尻山という火山をもつ人口約5000人の島々では、その豊かな自然景観が国立公園に指定されています。この
地域の自然環境を活かした観光業とともに、古くから地域経済を支えてきた、高級ブランドとしても名高い特徴的な産業はどれですか。 （2019年

東京都公立入試 類似）

1. 寒冷な海域の特性を活かした昆布
の養殖や漁業

2. かつての金山跡を中心とした歴史
的遺産による観光開発

3. 温暖な気候を利用したサトウキビ
の生産と加工

4. 冷涼な夏の気候を活かしたレタス
などの高原野菜の栽培

問8 石狩川流域では、かつて植物が完全に分解されずに堆積した「泥炭地」と呼ばれる湿地が広がっていました。この土地を大規模に開発し、農地
や市街地として利用するために行われた工夫として、最も適切なものはどれですか。 （2021年 茨城県公立入試 類似）

1. 排水路を整備して水を抜き、別の
場所から土を運び入れる客土を行う

2. 地面の下にある岩盤を削り、土地
を平坦にしてから地下水を注入する

3. 大規模な植林を行い、地中の水分
を吸収させて森林面積を拡大させる

4. 周辺の山々から大量の水を流し込
み、人工的な湖を作って水運を盛ん
にする

問9 日本の都道府県別の統計において、北海道の耕地面積は全国の約25%という広大な面積を占めていますが、農業産出額の全国シェアは約13.5%
となっています。この数値の比較から読み取れる、北海道の農業の特徴として適切なものはどれですか。 （2021年 兵庫県公立入試 類似）

1. 耕地面積と農業産出額のどちらも
、全国の約半分以上を占める圧倒的
な規模である

2. 耕地面積は非常に広いが、農業産
出額の合計は全国の都道府県の中で
最も低い水準にある

3. 耕地面積の割合よりも、農業産出
額の全国シェアの方が高くなってい
る

4. 広大な耕地面積を有しているが、
面積の割合に比べると農業産出額の
割合は低くなっている

問10 日本の人口約1億2700万人に対し農業従事者が約340万人（約2.6%）である統計と、北海道の人口約538万人に対し農業従事者が10.4万人（約
1.9%）である統計を比較したとき、北海道の人口に対する農業従事者の割合に関する説明として正しいものはどれですか。 （2021年 兵庫県公立入試

類似）

1. 大規模農業が盛んなため、人口に
対する農業従事者の割合は全国で最
も高い

2. 全人口に対する農業従事者の割合
は、全国平均を下回っている

3. 人口規模に比例して、農業従事者
の割合は全国平均と一致している

4. 全人口に対する農業従事者の割合
は、全国平均を上回っている

問11 日本の諸地域のうち、北海道地方について述べた次の文のうち、正しいものはどれですか。なお、北海道には世界自然遺産に登録された知床が
あります。 （2018年 千葉県公立入試 類似）

1. 道庁所在地は釧路市であり、水産
業の拠点となっている。

2. 道庁所在地は旭川市であり、上川
盆地の中心都市である。

3. 道庁所在地は札幌市であり、都道
府県名と都市名が異なる例である。

4. 道庁所在地は函館市であり、本州
との交通の要所となっている。

問12 北海道と本州の交通網の整備とその地理的背景について説明した文として、最も適切なものを選択してください。 （2018年 長野県公立入試 類似）

1. 宗谷海峡に巨大な橋を架けること
で、北海道とロシアを陸路で結び、
農作物の輸出を拡大させた。

2. 津軽海峡の海底に青函トンネルを
建設することで、青森県と北海道の
間の安定した鉄道輸送が可能になっ
た。

3. 関門トンネルを抜けた新幹線が、
岩手県から直接北海道へ乗り入れる
ことで移動時間を大幅に短縮した。

4. 津軽海峡を横断する高速道路専用
の橋を建設し、青森県から秋田県へ
の自動車移動を効率化させた。


